
久礼の町を構成するもの



高知県の文化的景観

高知県には六つの文化的景観があります



ここでクイズです！！

①四万十町と久礼 ②柏島と四万十町

③久礼と黒潮町 ④高知市と土佐市

さあ、どれかな
～？？



○久礼の町を構成するもの
～高知県の文化的景観～

・四万十川流域の文化的景観 全流域

・久礼の港と漁師町の景観

○久礼内港
○久礼大正町連合商店街通り

○旧炭倉庫群
○本町商店街通り



①久礼内港

・久礼港は、四万十川奥地の山林資源などの移出
港として流通の
要港であり、また古くから鰹漁などの漁業が盛

んで、内港は
その漁業を支えてきた。



②久礼大正町連合商店街通り

・大正町市場を中心とする古い町並みは、古くか
らの漁業と
交易を基盤に発展した商店街であり、久礼の漁

師町を象徴

する建築物立ち並ぶ。漁業の町・久礼の活気あ
る景観。



③旧炭倉庫群

・四万十川奥地等から集めた炭を
格納する倉庫であった。

ここから港に運び海路移出した

流通を物語る建物群。



④本町商店街通り

・高知県で最古の酒造が残る商店街で近
世、
近代期に建築された土佐漆喰や町家の形
式、水切り瓦を多用するなど伝統的な建
築の民家や商家で古い町並みが残る商店
街です。



まとめ

・今のままでは、２０６０年には久礼の人口
が２３６０人になるといわれている。
・働く人もいなくなり、若者も都会へ出て
行ってしまうと、この久礼が本当に消えて
しまうのではないかと思った。



まとめ②

・改めて自分たちの住む町について
知ってもらいたい。
・生活の中で当たり前になっている
風景や建物がこれから来る南海トラ
フによって変わってしまう前に、
この久礼を大切に思ってもらいたい。


